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観光・農業の新たな取り組みを追う地域経済

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
の
夢
と
文
化
を

育
て
る
会
（
熊
本
市
西
原
２
丁
目
）
は
５

月
14
日
、　

民
謡
の
祭
典
「
は
い
や
く
ま
も

と
２
０
１
０
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
日
本
各
地
か
ら
は
い

や
の
影
響
を
受
け
た
民
謡
団
体
を
招
い
て

実
演
す
る
も
の
。
07
年
11
月
か
ら
開
催
し
、

今
回
で
３
回
目
。
熊
本
、
鹿
児
島
、
東
京

な
ど
か
ら
９
団
体
合
計
２
３
０
人
が
参
加

し
た
。
下
通
か
ら
新
市
街
に
か
け
て
行
わ

れ
た
道
中
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
阿
波

踊
り
の
み
の
だ
連
（
徳
島
県
）、
新
潟
総
踊

り
（
新
潟
県
）
が
そ
れ
ぞ
れ
審
査
員
特
別
賞
、

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

「
博
多
の
ど
ん
た
く
の
よ
う
に
市
外
、

県
外
か
ら
も
人
が
見
に
く
る
よ
う
な
祭
り

に
し
て
い
き
た
い
。
来
年
は
九
州
新
幹
線

全
線
開
業
直
後
の
４
月
に
開
催
を
予
定
し

て
い
る
」
と
帆
足
秀
樹
理
事
長
は
話
し
て

い
る
。

▲本場の阿波踊りを披露する、みのだ連（徳島県）▲最優秀賞を受賞した新潟総踊り

▲

下
通
ダ
イ
エ
ー
前
で
演
奏
を
披
露
す
る
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
の
フ
ァ
イ
ア
ー
ス
テ
ー
ト
（
熊
本
県
）

熊本に新しい祭りを熊本に新しい祭りを

畳
表
卸
売
業
の
村
上
産
業
㈱
（
八
代
市

千
丁
町
）
が
製
造
販
売
し
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ

内
蔵
の
光
る
畳
「
光
畳
」
は
、
畳
自
体
が

淡
く
発
光
す
る
ユ
ニ
ー
ク
さ
で
話
題
を
集

め
て
い
る
。

国
内
生
産
の
８
割
以
上
を
占
め
る
八
代
市

の
イ
グ
サ
の
消
費
拡
大
を
目
的
に
同
社
が
開

発
。
国
産
イ
グ
サ
と
特
殊
素
材
を
混
ぜ
て
織

り
込
ん
だ
畳
表
は
、
緑
色
で
普
通
の
畳
と
見

分
け
が
つ
か
な
い
が
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る

と
畳
自
体
が
発
光
す
る
。
主
に
飲
食
店
や
個

人
住
宅
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

開
発
者
の
村
上
健
取
締
役
は
「
国
内
特

許
を
取
得
し
、
色
の
種
類
も
５
色
を
用
意
。

足
元
か
ら
照
ら
す
珍
し
い
照
明
で
、
癒
し

の
空
間
を
演
出
で
き
る
」
と
話
す
。
特
殊

素
材
を
混
ぜ
た
畳
表
は
通
常
の
畳
よ
り
も

耐
久
性
と
は
っ
水
性
が
高
く
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を

内
蔵
し
て
い
る
が
試
験
で
は
７
５
０
キ
ロ

の
重
さ
に
も
耐
え
、
安
全
性
も
十
分
だ
と

い
う
。
欧
州
向
け
の
輸
出
例
も
あ
り
、
模

倣
品
対
策
の
た
め
国
際
特
許
の
取
得
を
進

め
て
い
る
。

輸
入
品
に
押
さ
れ
て
き
た
国
産
イ
グ
サ

だ
が
、
高
い
品
質
と
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア

で
反
転
攻
勢
を
始
め
た
よ
う
だ
。

▲床からの柔らかな光で茶室を照らす光畳と開発を担当した村上健取締役

▲

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
で
光
畳
に
つ
い
て
説
明

す
る
村
上
勝
代
取
締
役

▲

イ
グ
サ
を
染
色
し
た
紫
の

光
畳
（
消
灯
時
）

▲

国
産
イ
グ
サ
利
用
製
品
の

第
２
弾
と
し
て
、
畳
の
裏
に

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
張
っ
た
リ

バ
ー
シ
ブ
ル
フ
ロ
ア
も
開
発
。

特
許
を
取
得
し
て
発
売
に
備

え
て
い
る

光
る
畳
は
足
元
か
ら
の
明
か
り
革
命

光
る
畳
は
足
元
か
ら
の
明
か
り
革
命

はいや熊本2010

村
上
産
業
の
「

村
上
産
業
の
「
光光ひ

か
り
た
た
み

ひ
か
り
た
た
み畳畳

」」


